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【目的】アントシアニンなどのポリフェノール類には抗変異原、抗がん、抗酸
化作用があることが知られている。当研究室ではこのようなポリフェノール類を
豊富に含む食品としてヤマブドウ（V.coignetiae）に注目し、これまでにヤマブ
ドウが生体内で抗変異原性抗がん作用を示すことを報告してきた。そこで今回は
ラットに経口投与されたヤマブドウ成分が吸収されるかどうかを明らかにし、ヤ
マブドウ果汁の抗酸化作用が尿中に現れるかどうか明らかにするため尿中のフェ
ノール量やラジカル消去能を研究した。 
【方法】16 時間絶食させた SD ラット雄の 5週齢にヤマブドウ果汁または水をそ

れぞれ自由摂取させ、投与前と投与開始から 4,8,24,36,48 時間後の尿を採取し尿
中のフェノール量、ラジカル消去能、クレアチニン量を測定した。フェノール量
は Folin-Ciocalteu 法を用い、ラジカル消去能は DPPH 消去活性法を用いた。 
【結果・考察】ヤマブドウ果汁を与えたグループでは投与前と比較してフェノ

ール量、DPPH 消去活性ともに上昇していた。また水のみを与えたコントロールと
比較してもヤマブドウ果汁を与えたグループではフェノール量, DPPH 消去活性が
上昇していた。 
以上の結果からヤマブドウ果汁のフェノール成分は消化管より吸収されること、

尿排泄され尿中でも抗酸化作用を示すことが分かった。 
 


